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フラボノイドの一種であるフィラエンブリシンB、フィラエンブリノールがCovid-19 を分解し、フィラエンブリシン
G7 がウィルスの肺への侵入を防ぐ。
また、エンブリカは Phenolic（抗酸化物質）が高いので免疫力を高める効果が期待出来る。

http://www.raysahelian.com/phyllaemblicinb.html


Journal Chinese Infectious Diseases によると、ビタミン Cには肺の働きを助け、免疫シス
テム全体が効果的に機能するのを助ける働きがある。



※１

フィレンブリシン Bはアムラハーブに含まれる物質で、身体に有益な多くの物質を含んでいます。
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Phyllaemblicin B は、コクサッキーウイルス B3 によるアポトーシスと心筋炎を抑制します。
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コクサッキーウイルスB3（CVB3）ウイルス関連のアポトーシスが実験的心筋炎の病因に役割を果たすため、ウイルス性心

筋炎への主要な貢献者であると考えられています。 この研究では、中国の漢方薬である Phyllanthus emblica から分

離された主要なエラジタンニン化合物である Phyllaemblicin B の CVB3 に対する in vitro および in vivo 抗ウイルス

活性を調査しました。 本明細書では、フィラエンブリシンBがHeLa細胞に対するCVB3を介した細胞変性効果を阻害し

たことを報告します。 In vivo アッセイでは、フィレンブリシン B による治療により、心臓の CVB3 力価が低下し、マウスの血

清中の LDHおよび CKの活性が低下し、心筋マウスの心筋の病理学的損傷が軽減されました。 さらに、フィラエンブリシン

B は、CVB3 関連のアポトーシス効果を in vitro および in vivo の両方で明らかに阻害しました。 これらの結果は、フィラ

エンブリシン BがCVB3に対して有意な抗ウイルス活性を発揮することを示しています。 したがって、フィラエンブリシン Bウイ

ルス性心筋炎の潜在的な治療薬を表す可能性があります。

Phyllanthus emblica の根からの新しいセスキテルペノイド。
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3 つの新しいビサボラン型セスキテルペノイドであるフィラエンブリン酸 B および C とフィラエンブリシン D、および 2 つの新しいフ

ェノール性グリコシド、2-カルボキシルメチルフェノール 1-O-ベータ-D-グルコピラノシドと 2,6-ジメトキシ-4-（2-ヒドロキシエ

チル）フェノール 1-O-ベータ-D-グルコピラノシドは、フィランサスエンブリカの根から単離されました。

J ナット製品 2000. Phyllanthus emblica の根からの新規ノルセスキテルペノイド。 長崎大学薬学部、文京町、長崎、

日本。 フィレンブリンA、B、Cという3つのエステル配糖体、および高酸素化ノルビサボランのメチルエステルであるフィレンブリ

ン酸は、15 のタンニンおよび関連化合物とともに、フィランサスエンブリカの根から単離されました。


